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なるほど、アンダーヘアのトラブルは、介護される
側の人にとっても問題になるんですね。

私に介護が必要になった場合、夫か子供が介護をし
てくれると考えると、負担をかけたくないですね。
だから、40 代になって脱毛を決心しました。脱毛が
身近ではない世代なので、VIO を人に見せることに
最初は抵抗はありましたが、子供も脱毛をしている
ことを知り、いまでは常識なんだと思うと気が楽に
なりました。

多くの方を介護していて、アンダーヘアのケアは
必須だと思いました。介護脱毛は将来の安心を手に
入れるための手段だと思います。

私自身、介護脱毛の対象となる 40 歳です。
今はアンダーヘアの形を整える程度ですが、未来を見
据えて、介護脱毛に適した処理をしていこうと思います。

介護の時、一番負担だったことはなんですか？

やはり、排泄物の介助です。
母の時代はまだ脱毛という概念がなかったため、全く
お手入れしておらず ...。一生懸命ふき取っても毛と
皮膚の間に排泄物が残ってしまって臭いの原因とな
りました。母には申し訳ないですが、排泄物の介助
の度に辛く、気がめいってしまいました。

介護される方は、排泄物の介助を恥ずかしく思われ
る方が多いです。
だから、できるだけ手早く終わらせてあげたいんで
すが、ふき取りに時間がかかってしまうため、もど
かしい気持ちでした。
またアンダーヘアに排泄物がこびりつくことが原因
で、かゆみに悩まされる方も多く高齢者ですと免疫
が低下していることから、オムツの中で菌が繁殖し、
感染症にかかる方もみえました。

アンダーヘアがあることが介護者に精神的な負担
につながるんですね。


